
【セイコーエプソングループ健康経営戦略マップ】

（補足） について：取組状況と意識変容・行動変容に関する指標は様々に関連し合うが、

マップ上は主な関係性を中心に記載

職場の健康
こころと

からだの健康

職場風土の醸成

こころとからだの

自律的健康管理の向上

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標
健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で

実現したいこと

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

ヘルスリテラシー教育

高リスク職場等への

改善支援

がん対策

重症化予防

こころとからだ個別支援

仕事と治療の両立支援含む

健康づくり活動

情報発信・啓発活動

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の

「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な

効果に関連する健康投資」とする。

「社員一人ひとりの健康が最

重要」の考えの下

社員と会社が一体となり、いき

いきと楽しく働くことができる職

場環境をつくり、こころとからだ

の健康づくりに取り組みます。

そして、全ての社員が活力ある

職場で躍動し、世の中に驚き

と感動をもたらす成果を生み

出し、より良い社会の実現を

目指します。

従業員の幸せ

社会貢献

好事例職場の

水平展開

長時間労働者

情報提供/個別支援

休務者復帰時の

振り返り支援

実施率

回数・理解度

回数・参加率

実施率・理解度

実施率

実施率

実施率

件数

実施率

柔軟性・筋力の保持・増進

健康的な生活習慣行動の増加

適正体重維持者および

過体重者の改善者の増加

要精密検査・要受診者

受診率増加

良好職場の増加

（高リスク職場の減少）

長時間労健康診断対象の

休務者の減少

自主的離職率の減少

ストレスマネジメント力の向上

メンタル再休務者の減少

アブセンティーズムの低減

ワークエンゲイジメントの向上
仕事に熱意・活力・没頭を有し、
いきいきと働いている心理状態

自主的離職率の減少

プレゼンティーズムの低減

健康問題に起因した労働機能障害
による生産性損失の減少

下記休務理由による生産性損失の減少
・脳・心臓疾患の休務者の減少
・メンタル休務者の減少

健康管理システム

中期健康管理施策

(健康Action2025)

産業医・看護職・

産業カウンセラー等

有資格者の配置

健康保険組合との

協働施策

組織風土サーベイ

健康関連データ分析

（新規要素分析)

２０２４年 ８月 １日
エプソンアトミックス株式会社


